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本研究は、メガソーラーで数ケ月から数年で大幅に出力低
下するPID （potential Induced Degradation）現象を解明す
ることを目的にしています。このためには時系列的に太陽電池
の劣化場所を明らかにすることが必要となります。
本研究室ではLBIC（Laser Beam Induced Current）法を
用いて面内分布、さらに、貫通距離の異なる波長光を用いて

深さ方向の分布を計測する測定系を実現しています。さらに、
劣化検知感度をあげるために、ロックインアンプを導入し、劣
化の程度（劣化度）を見積もる分析技術の開発を行っていま
す。
この測定技術は太陽電池の高性能化を進めるキーになりま
す。

多結晶シリコン太陽電池の劣化
に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

太陽電池の長期使用試験法に関する研究
低温における半導体デバイスの挙動に関する研究
システムの故障率に関する研究

その他の研究テーマ

光計測技術、高信頼化、高性能太陽電池の開発

劣化場所がわかると、TEM分析
が可能となる。また、劣化抑制
の対策をたてられる。

●面分析又は深さ分析で劣化
場所を特定したい。

故障の兆候の有無を探る。測
定系は制御プログラムも含めて
自作なので柔軟に対応可能

●使用前と使用後でLBIC分析
を実施し、変化を分析したい。
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光計測技術 ●面内・深さ方向の劣化領域の特定が可能です。
●劣化が発生する兆候を検知できれば出荷前に選別できます。

Point

表面付近の劣化領域を特定

制御プログラムの1例

太陽電池面内のLBIC
分布の1例作製したLBIC測定系
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近年、多くの自治体や企業により、通信教育やカルチャーセ
ンター、地域密着型教室などの生涯教育が展開されています。
このような生涯学習は、社会人の学び直しやスキルアップのみ
ならず、高齢者の生きがい創造やコミュニティ形成に役立って
います。
しかし、現状では高齢者向けの生涯教育は歴史や文学な
どの学び直しや、陶芸・園芸などの趣味の延長に留まる場合
が大半です。

これに対し、自然科学が高齢者教育に寄与する道はないの
でしょうか。近年の海外の研究では、ヘルスケアリテラシーを
身につける上で自然科学の下地が重要であることも明らかに
なりつつあります。
本研究では、高齢者をはじめ、様座な世代の学習者に自然

科学リテラシーを身につけてもらう手法とメリットを研究してい
ます。

大学における科学教育と社会教育のシナジー
～シニア向け科学教育の展開～

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

大学における天文学カリキュラムの研究
ブラックホールや中性子星を含む連星系の進化理論の研究
超高輝度X線天体の物理に関する理論研究

その他の研究テーマ

生涯教育、科学教育、社会教育、生きがい創造、高齢者福祉

生涯教育・シニア向け教育で見
過ごされてきた自然科学教育
ニーズを掘り起こす新しい科学
教育方法論

●地域のシニア世代の方々の
生活の質を向上したい
●幅広い対象に生涯教育を展
開したい

・社会教育を念頭に開発された教
材は分かりやすさに特化されている
・大学発なら更に真正性・先進
性が加味される

●大学・学校教育で利用できる
わかりやすい教材が欲しい
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大学での最新研究と
市民との間をつなぐ
「ワンクッション」

●大学では最先端の自然科学の知見がストックされています
●最新の知見を市民、とくにシニア世代に伝えるためには、わかりやすく、かつ
ニーズに沿って知識を加工する「仕掛け」が必要です
●逆に市民向けの解説手法は、大学教育でも生かせるはずです

Point

シニア世代の学びに特化
したカリキュラムを開発す
ることで、QOL向上に寄
与することを目指す！

今後はシニア向け教育のニーズが増していく
～シニアに向けた自然科学教育の方法論は未開拓のニッチ分野教育現場との共同により、「シニア科学教育論」の開拓を進める

研究者サイドから先端科学の知見を市民向けに解説した教材・資料は数多く存在
逆に、市民向けの教育リソースや方法論は大学教育にフィードバックすることもで
きるはず

●天文学辞典インターネット版：https://astro-dic.jp/
　元々は専門家向け
　　　　広く公開することで、教育現場で広く利用

●天文学者の作った市民向けリーフレット：「Big Ideas in Astronomy（邦題：天文学の主要概念）」
　　　　大学生向けのテキストとしても利用可能
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